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４ 図のような，点Ｏが中心の大小 2 つの半円があります。点Ｐは点Ａを出発して大き

い半円の円周上を毎秒 3cm の速さで点Ｂまで進み，Ｂで 2 秒間停止した後，再び同

じ速さでＡまで進み，Ａで 2 秒間停止します。Ｐはこの動きをくり返します。また，

点Ｑは点Ｃを出発して小さい半円の円周上を点Ｄまで進み，Ｄからは直径ＤＣ上を進

んでＣまで戻る動きをくり返します。Ｑは停止することなく毎秒 2cm の速さで動き
もど

ます。Ｐ，Ｑが同時にＡ，Ｃを出発したとき，次の各問に答えなさい。ただし，この

問題では円周率は とします。(式や考え方も書きなさい)

(1) 点Ｑが点Ｃに初めて戻ってくるのは

出発して何秒後ですか。

(2) 角ＰＯＱの大きさが初めて 45 °に

なるのは出発して何秒後ですか。

(3) 点Ｑが直径ＣＤ上になく，3 点Ｏ，

Ｐ，Ｑが一直線上に並ぶことがあり

ます。初めてそうなるのは出発して

何秒後ですか。また，3 回目にそうなるのは出発して何秒後ですか。
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(1) Ｑが動くコース 1 周の長さは

7 × 2 × × ＋ 7 × 2

＝ 22 ＋ 14 ＝ 36cm なので，

点Ｑが初めて点Ｃに戻って

くるのは

36 ÷ 2 ＝ 18 秒後 です。

(2) 半径 14 ＋ 7 ＝ 21cm の円周の長さは 21 × 2 × ＝ 132cm なので，

Ｐが中心Ｏの周りをまわる速さは 360 × ＝ ° /秒。

半径 7cm の円周の長さは 7 × 2 × ＝ 44cm なので，

Ｑが中心Ｏの周りをまわる速さは 360 × ＝ ° /秒。

よって，Ｏの周りを回転する速さはＱの速さはＰの速さの 2 倍なので，

ＱがＤに初めて着くときＱは 180 °，Ｐは 180 ÷ 2 ＝ 90 °回転するので，

このとき，角ＰＯＱ＝ 180 － 90 ＝ 90 °となり，45 °を超えている。

よって，角ＰＯＱが 45 °になるのは，ＱがＤに着く前で，出発してから

＝ 5.5 秒後 です。

(3) ＯＰとＯＱがＯＡの

方向と作る角度の時間

変化は右図のようになる。

Ｏ，Ｐ，Ｑが一直線上に

ならぶのは，グラフから

1 回目は出発してから

24 秒後～ 29 秒後の間。

24 秒後にＯＰとＯＱの

作る角は

180 － ×(24 － 18)

＝ 180 － ＝ 度なので，
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24 ＋ ÷ ＝ 24 ＋ ＝ 24 ＋ ＝ 秒後 です。

また，3 回目は，54 秒後のＯＰとＯＱの作る角が

×(54 － 48)＝ 度なので，

54 ＋ ＝ 54 ＋ ＝ 54 ＋ ＝ 54 ＋ 6 ＝ 60 秒後です。
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